
鹿島VLBIグループの始まり 

初代 宇宙通信第三研究室長 
川尻矗大 昭和39年 1964年 



VLBI黎明期と国内外の情勢 
年次事項 

１９６３；クエーサー（準星）の発見 

１９６３：Ｘ線星の発見 

 （１９６３：鹿島に３０ｍΦ アンテナ完成） 

 （１９６４：郵政省電波研究所鹿島支所設置） 

１９６５：３°ｋ宇宙背景放射の発見 

１９６７；パルサー（中性子星）の発見 

１９６７；世界初のＶＬＢＩ実験（Penticton-Algonquin; 米国、カナダ） 

  （１９６７～１９６８：川尻米国ミシガン大学Physics・Astronomy Dept. 
に滞在;科学技術庁長期在外研究員として） 

 

 

鹿島26mアンテナ： 
1968-2003年 

鹿島30mアンテナ：1963.8-1975.5 



郵政省電波研究所内の動き等 

１９６７～１９６８:  川尻 ミシガン大学に滞在 

１９７１．５月 

ＮＡＳＡ ゴダード宇宙飛行センター・軌道解析部門長 Ｆ．Ｏ．Ｖｏｎ ＢＵＮ 氏

から石田支所長 宛長文のＴｅｌｅｘが届く。（内容はＶＬＢＩ技術によるＮＡＳＡ 

Ｃｒｕｓｔａｌ Ｄｙｎａｍｉｃｓ Ｐｒｏｊ．（および衛星軌道決定）への参加勧誘

であった。 直後来日し、二つの会談が設定される。 

鹿島支所では   石田支所長、森本雅樹氏（東京天文台） Ｖｏｎ ＢＵＮ氏 

本所周波数標準部では 佐分利義和 周波数標準部長 村主行康 衛星研究部長 松

波直幸氏（東京天文台位置天文）Ｃ．Ｆ．Martin  氏 (NASA Aeronautical 

Chart & Information Center) 

１９７４～１９７５頃 

    尾嶋武之氏（室員、主任研究官）がＣａｌ Ｔｅｃｈ に滞在、 

                                    Ｍａｒｋ ＩＩシステム マニュアル入手。 



予算要求面等での動き 

１９７３～１９７４年頃 

 科学技術研究調整費を要求（文部省） 

    緯度観測所（弓 滋氏）と電波研究所  （実現せず） 

その後、湯原電波研究所長の計らいで、以下の実行予算を付けてもらう。 

１９７５年度: １，１００万円程度 

１９７６年度: １，１００万円程度 

上記２年間の実行予算を原資にして 

  ＶＬＢＩシステム開発（Ｋ－１システム）を行い、 

 １９７７年２月～３月の日本初のＶＬＢＩ実験（鹿島ー横須賀間）に
こぎつけました。 

 



当時の鹿島支所へ出入りした関係機関 
  （主として１９７４年以前） 
東京大学東京天文台 

 電波天文グループ（１９６７～１９７４）赤羽・森本先生等多数 

 位置天文グループ（１９６８～１９７７）松波・土屋先生 

 Ｘ線天文グループ（１９７８年頃） 

  

国土地理院 北郷 俊郎氏 

 

名古屋大学理学部 （１９７１年頃） 河鰭・藤本・祖父江先生等 

 



鹿島のVLBIシステムの開発決定 

鹿島26mアンテナ 

詳しくは、日本のVLBI史 参照 
http://www2.nict.go.jp/sts/stmg/K3-Book/web/index.html 

1975年VLBIプロジェクト開始 

三木 河野 川尻 

高橋 尾嶋 



日本初のVLBI実験(1977.2-3月)  横須賀通研ー鹿島 
 K-1システム ブロックダイヤグラム（担当者、メーカー） 

鹿島側 
東京タワー 

映像復調 
時刻比較 

記録信号発生部 

Cs原子時計 

VTR 

再生部 

VTR 

記録信号発生部 

Cs原子時計 

担当者 メーカ 

NEC 

日本通信機 

三木 

高橋冨士信 

周波数標準部 

東芝 

河野 

河野 

尾嶋 パラメトリック
アンプ 

ローカル系 

パラメトリック
アンプ 

ローカル系 

DISK MT NEAC3100(相関)  

LP 

横須賀側 

12.8m 26m 



K-1システムによる主な実験成果 

測定精度は不充分（遅延時間決定精度  

～２０ｎｓ:天体電波源 ３Ｃ２７３Ｂ（準星）； 

～５ｎｓ：ＡＴＳ－１）ではあったが、一応ＶＬＢＩシステムとして両局での受信データ

の相関が得られた。 

Ｃｓ原子時計の運搬、東京タワーからのＴＶ信号の受信、により時刻同期が実現した。 

これらを踏まえ、その後のＫ－２， Ｋ－３システムの開発が進展した。 

Ｋ－２：鹿島―平磯間（約５０㎞）の実時間データ伝送を実施、２ＭＨｚｘ５チャネル、

ＥＣＳ衛星計画に便乗。 

Ｋ－３：ＮＡＳＡ Ｃｒｕｓｔａｌ Ｄｙｎａｍｉｃｓ計画に参加, MarkIIIシステムと完

全に両立性あり。 



主 な 参 考 文 献 

「超長基線電波干渉計（Ｋ－１）システム」特集号、電波研究所季報 Vol. 24, 

No.130,  September 1978. 

“The First VLBI Experiment in Japan”, By Nobuhihiro KAWAJIRI, 

Takeyuki Ojima, Nobuyuki KAWANO, Fujinobu TAKAHASHI, 

Taizo YOSHINO, and Kumimasa KOIKE, Journal  of the Radio 

Research Laboratories, Vol. 26,  No. 119 March 1979. 

. その他 

 



毎日新聞(1985.11.06) Kashim26-Kauai, Kwajalein, Mojave, Fairbanks 
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